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年

五

月
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八
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日

市

市

議

四
日
市
市
議
会
臨
時
会
会
議
録
（
第
一
号
）

会



第
一
五

第
一
四

第
一
三

第

発
議
第

議
案
第
六
七
号
二
号

四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
議
決

議
案
説
明
…
質
疑
、

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
討
論
、
議
決

選
挙
第

六
号
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

選

挙

第

五

号

四

日

市

港

管

理

組

合

議

会

議

員

の

補

欠

選

挙

に

つ

い

て

第

選

挙

第

四

号

一
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

第
一

0

選
挙
第

一号

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

第

九

発

議

第

一
号
四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第

八

選

挙

第

二
号
四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

第

七

四

日

市

市

議

会

副

議

長

の

辞

職

に

つ

い

て

第

＇ ノ‘

選
挙
第

一
号
四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

第

五
第

四

報
告
第

四
日
市
市
議
会
議
長
の
辞
職
に
つ
い
て

七
号

専
決
処
分
に
つ
い
て

第

報
告
第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

六
号

専
決
処
分
に
つ
い
て

第 第 ．
昭
和
五
十
三
年
五
月
十
八
日
（
木
）
午
後
一
時
開
会

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

0
議

事

日

程
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9, 

¥
,
 

＼
 0

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

議
事
日
程
の
と
お
り

0
出
席
議
員
（
四
十
二
名
）

福 乎

田 野

香 行

史 信

長

谷

川

鐸

元

橋

本

増

蔵

野

呂

平

和

野

崎

貞

芳

生

JI I 

平，

蔵

中↓

村

信

夫

出

井

博

坪

井

妙

子

田

中

基

介

高

木

勲

高

井

夫

坂

口

9

,

9

9

9

正

次

後

藤

長

＇ ノ‘

後

藤

寛

次

小

林

博

粉

JI I 

次孜茂

訓

覇

也

男

喜

多

野

等

J I | 

ロ

洋

金

森

正

加

藤

定

男

大

森

多

喜

大

谷

喜

正

小

JI I 

四

郎

宇

治

田

良

市

岩

田

久

伊

信

小

藤、井

道

天

春

文

青

山

峯

雄 夫 雄 男
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0
出
席
事
務
局
職
員

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

出
席
要
求
を
い
た
し
ま
し
た
議
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
布
の
議
事
説
明
者
要
求
書
写
し
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

〔
表
彰
状
伝
達
の
件
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

午
後
一
時
二
分
開
会

た
だ
い
ま
か
ら
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
、
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

会
議
に
先
立
ち
ま
し
て
、
去
る
四
月
二
十
日
静
岡
県
清
水
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
六
十
一
回
東
海

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、

0
出
席
議
事
説
明
者

〇
欠
席
議
員
（
二
名
）

四
十
一
名
で
あ
り
ま
す
。

主 主

事 事

金 山

森 口

伸 克

夫 彦

議

事

係

長

板

崎

大

之

丞

議

事

課

長

小

坂

靖

事

務

局

長

佐
1

々

木

晃

精

財

政

部

長

伊

藤

治

郎

総

務

部

長

斎

藤

久

美

市

長

公

室

長

阿

南

輝

収

入

役

平

井

清

助

役

坂

倉

哲

助

役

輪

喜

市

長

加

藤

寛

高

橋

力

小

林

喜

山

本

山

中

忠

山

路

山

ロ

信

森

安

松

島

良

増

山

英

前 堀 古

JI I 市

辰 元

彦 男

代

司
嗣 夫 勝 剛 生 吉 男

新

兵

衛
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0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
表
彰
状
授
与
〕

以

下

同

文

表

〔
訓
覇
也
男
君
登
壇
〕

（
拍
手
）

彰

〔
表
彰
状
授
与
〕

（
拍
手
）

以

下

同

文

表

彰

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
喜
多
野

〔
表
彰
状
授
与
〕

等
君
登
壇
〕 （
拍
手
）

以

下

同

文

表

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
日

彰

（
拍
手
）

彰

状 状 状

野
崎
貞
芳
君
、
前
川
辰
男
君
、
増
山
英
一
君
、
以
上
の
九
名
の
諸
君
が
十
五
年
以
上
の
勤
続
議
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

あ
な
た
は
市
議
会
議
員
の
要
職
に
あ
る
こ
と
十
五
年
、
鋭
意
市
勢
の
振
興
に
努
め
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
ま
こ
と

に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
こ
こ
に
本
会
表
彰
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
表
彰
し
ま
す
。

〔
表
彰
状
授
与
〕

〔
加
藤
定
男
君
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

表

状

〔
岩
田
久
雄
君
登
壇
〕

し
た
の
で
、
た
だ
い
ま
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
す
。

訓

覇

也

男

殿

喜
多
野

等

殿

加

藤

定

男

殿

四
日
市
市
議
会
議
員

東
海
市
議
会
議
長
会
会
長

清

水

市

議

会

議

長

四
日
市
市
議
会
議
員

四
日
市
市
議
会
議
員

四
日
市
市
議
会
議
員

岩

田

久

雄

殿

長

田

徳
三
郎

市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
岩
田
久
雄
君
、
加
藤
定
男
君
、
喜
多
野
等
君
、
訓
覇
也
男
君
、
小
林
喜
夫
君
、
坪
井
妙
子
君
、
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以

下

同

文

表

（
拍
手
）

彰

状

〔
小
林
喜
夫
君
代
理
（
天
春
文
雄
君
）
登
壇

（
拍
手
）

以

下

同

文

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

表

（
拍
手
）

以

下

同

文

表

〔
前
川
辰
男
君
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
表
彰
状
授
与
〕

〔
表
彰
状
授
与
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
表
彰
状
授
与
〕

〔
増
山
英
一
君
登
壇
〕

〔
表
彰
状
授
与
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
表
彰
状
授
与
〕

以

下

同

文

表

〔
野
崎
貞
芳
君
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

以

下

同

文

表

彰 彰

（
拍
手
）

〔
坪
井
妙
子
君
登
壇
〕

彰

（
拍
手
）

彰

状 状 状 状

小

林

喜

夫

殿

四
日
市
市
議
会
議
員

増

英

四
日
市
市
議
会
議
員

山

殿

前

川

辰

男

殿

野

崎

貞

芳

殿

四
日
市
市
議
会
議
員

四
日
市
市
議
会
議
員

四
日
市
市
議
会
議
員

坪

井

妙

子

殿
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〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

日
程
第
二（

大
谷
喜
正
君
）

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
い
て
は
、

お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
議
事
日
程
に
よ
り
取
り
進
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
青
山
峯
男
君
及
び
天
春
文
雄
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

日
程
第
三

報
告
第
七
号

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、

提
出
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

報
告
第
六
号
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
に
係
る
市
債
が
、
年
度
末
に
至
り
増
額
決
定
を
み
ま
し
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
専
決
処
分
に
よ
り
予
算
の
補
正

を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

報
告
第
七
号
は
、
去
る
三
月
三
十
一
日
公
布
、
翌
四
月
一
日
施
行
さ
れ
た
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
法
人
市
民

税
の
均
等
割
の
税
率
に
つ
い
て
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
を
専
決
処
分
に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
．
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

提
出
理
由
の
説
明
は
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

の
専
決
処
分
報
告
議
案
で
あ
り
ま
し
て
、
歳
入
に
お
き
ま
し
て
、

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
各
報
告
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

．
 

市
長
。

を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
三
、
報
告
第
六
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
及
び
日
程
第
四
‘

J

報
告
第
七
号
専
決
処
分
に
つ
い
て

日
程
第
四

報
告
第
六
号

専
決
処
分
に
つ
い
て
、
及
び

専
決
処
分
に
つ
い
て

0
議
長

次
に
、

日
程
第
―
-
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。

日
程
第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て
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〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

本
件
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
に
、
報
告
第
六
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、

報
告
第
七
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
意
見
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
資
本
金
が
十
億
円
を
超
え
、
か
つ
市
内
従
業
員
が
百
人
を
超
え
る
法
人
に
つ
い
て
、
そ
の
資
本
金
と
市
内
従
業
員
数

に
応
じ
、
二
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
て
市
民
税
均
等
割
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
法
人
の
市
民

税
均
等
割
が
不
当
に
低
く
、
そ
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
図
れ
と
の
、
わ
た
し
た
ち
の
要
求
あ
る
い
は
全
国
の
自
治
体
の
要
求
と
運
動
を
反

映
し
て
地
方
税
法
の
改
正
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
そ
れ
で
も
な
お
少
額
に
過
ぎ
る
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
も
、

市
長
の
専
決
処
分
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
市
税
条
例
の
改
正
、
こ
の
中
で
適
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
税
率
は
、
標
準
税
率
で
あ
り
ま
し
て
、

税
法
上
の
最
低
の
税
率
で
あ
り
ま
す
。
税
法
上
は
、
同
時
に
制
限
税
率
が
定
め
ら
れ
、
標
準
税
率
と
の
差
は
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
幅
の
中
で
自
治
体
が
い
ず
れ
の
税
率
を
取
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
課
税
自
主
権
は
、
地
方

自
治
体
の
財
政
が
国
の
強
い
統
制
を
受
け
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
貴
重
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
仮
に
、
資
本
金
が
一
億

円
を
超
え
る
大
法
人
の
市
民
税
均
等
割
に
制
限
税
率
課
税
し
た
場
合
の
増
収
額
は
、
平
年
度
で
千
八
百
五
十
万
円
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
標
準
税
率
に
よ
る
増
収
分
は
二
千
六
百
五
十
七
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
比
べ
ま
し
て
も
貴
重
な
財
源
で
あ
り
ま
す
。
市
民

の
不
測
の
事
態
に
当
面
し
た
と
き
の
生
活
資
金
等
の
融
資
、
こ
れ
を
た
と
え
ば
福
祉
資
金
制
度
と
し
て
市
民
が
五
万
、
十
万
と
気
軽
に
借

り
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
制
度
を
望
む
声
が
強
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
制
度
を
実
施
す
る
上
で
の
十
分
な
財
源
と
も

な
り
得
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
、
市
財
政
が
か
っ
て
な
く
苦
し
い
と
言
わ
れ
、
市
民
の
切
実
な
多
く
の
要
求
の
実
現
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
中
で
、
な
ぜ
資
本
金
一

億
円
以
上
の
大
法
人
の
均
等
割
に
つ
い
て
制
限
税
率
課
税
を
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
個
々
の
企
業
に
と
り
ま
し
て
、
た

と
え
ば
三
菱
油
化
が
、
制
限
税
率
を
採
用
し
て
八
十
万
か
ら
二
十
万
ア
ッ
プ
の
百
万
円
の
市
民
税
均
等
割
を
払
い
ま
し
て
も
、
企
業
そ
れ

自
身
に
さ
ほ
ど
の
影
轡
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
．
ま
た
、

日
ご
ろ
、
市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
い
ろ
い
ろ
し
て
お
り
ま

す
こ
と
か
ら
見
ま
し
て
も
、
八
十
万
円
の
均
等
割
だ
け
で
は
余
り
に
も
少
な
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
改
め
て
是
正
を

さ
ら
に
、
現
在
の
四
日
市
の
法
人
に
対
す
る
市
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
が
、
大
法
人
と
中
小
法
人
の
別
な
く
一
律
に
、
標
準
税
率
と

制
限
税
率
の
ち
ょ
う
ど
中
間
の
税
率
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
か
ね
て
か
ら
資
本
金
一
億
円
以
上
の
大
法
人
に
対
し
て
は
制

限
税
率
を
、
他
の
中
小
法
人
に
つ
い
て
は
標
準
税
率
に
引
き
下
げ
る
よ
う
主
張
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
の
財
政
難
を
打
開
す
る
た
め
の
―
つ
の
方
策
で
あ
る
と
と
も
に
、
す
で
に
他
都
市
で
も
、
あ
る
い
は
府
県
段
階
で
も
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
ぃ
ま
す
。
ま
た
、
中
小
法
人
の
不
況
対
策
と
い
う
面
か
ら
も
大
変
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
国
税
、
地
方
税
を
通

し
て
大
法
人
が
中
小
法
人
よ
り
税
負
担
が
軽
い
と
い
う
、
今
日
の
税
制
度
に
お
け
る
不
公
正
、
そ
の
是
正
と
い
い
う
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

こ
れ
よ
り
本
件
の
採
決
に
入
り
ま
す
。

ま
ず
、
報
告
第
七
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

)
れ
を
も
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

ま
す
。
重
ね
て
そ
の
実
施
を
要
望
し
て
、
討
論
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

求
め
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
小
井
道
夫
君

い
わ
ゆ
る
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〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

殿

辞

職

願

〔
議
事
課
長
（
小
坂

辞
職
願
を
朗
読
い
た
さ
せ
ま
す
。

議
長
を
交
代
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
退
席
、

副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）
着
席
〕

日
程
第
五
四
日
市
市
議
会
議
長
の
辞
職
に
つ
い
て

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。
．

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

〔
宇
治
田
良
市
君
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

ち
ょ
っ
と
登
壇
を
お
願
い
し
ま
す
。

0
宇
治
田
良
市
君
役
選
問
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
理
由
で
す
か
。

0
宇
治
田
良
市
君
暫
時
休
憩
を
お
願
い
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
理
事
者
退
席
〕

〔
「
議
事
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
宇
治
田
良
市
君

宇
治
田
良
市
君
゜

役
選
問
題
に
つ
い
て
私
ど
も
の
会
派
の
方
で
ち
ょ
っ
と
代
表
者
の
皆
さ
ん
方
に
お
尋
ね
し
た
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
再
度
代
表
者
会
議
を
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

四
日
市
市
議
会
副
議
長

日
程
第
五
、

四
日
市
市
議
会
議
長
の
辞
職
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
私
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
退
席
い
た
し
ま
す
。

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

議
長
大
谷
喜
正
君
か
ら
議
長
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

靖
君
）
朗
読
〕

今
般
都
合
に
よ
り
四
日
市
市
議
会
議
長
を
辞
職
い
た
し
た
く
、

昭
和
五
十
三
年
五
月
十
八
日

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
日
市
市
議
会
議
長

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
大
谷
喜
正
君
の
議
長
の
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
大
谷
喜
正
君
の
議
長
の
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

〔
大
谷
喜
正
君
議
場
中
央
に
進
む
〕

J

の
際
、
理
事
者
は
退
席
願
い
ま
す
。

大

谷

喜

正

午
後
三
時
三
十
四
分
再
開

午
後
一
時
十
八
分
休
憩

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

-15- -14-



議
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

〔
議
場
閉
鎖
〕

〔
投
票
用
紙
配
布
〕

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

念
の
た
め
申
し
上
げ
ま
す
。

投
票
は
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
票
用
紙
に
被
選
挙
人
の
氏
名
を
一
名
記
入
願
い
ま
す
。

〔
各
員
投
票
〕

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

議
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

〔
議
場
開
鎖
〕

投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

投
票
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

投
票
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
は
、
順
次
投
票
を
願
い
ま
す
。

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

〔
投
票
箱
点
検
〕

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

投
票
用
紙
を
配
布
い
た
さ
せ
ま
す
。

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

日
程
第
六

0
大
谷
喜
正
君

け
れ
ど
も
、

い
と
思
い
ま
す
の
で
、

選
挙
第
一
号

（
拍
手
）

今
後
は
皆
さ
ん
方
と
同
様
に
、

配
布
淵
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

投
票
用
紙
の
配
布
淵
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、

次
に
、

四
士
一
名
で
あ
り
ま
す
。

日
程
第
六
、
選
挙
第
一
号
四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
き
ょ
う
、
ち
ょ
う
ど
一
年
、
皆
さ
ん
方
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
ま
し
て
栄
誉
あ
る
四
日
市
市
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
間
、
大
変
、
副
議
長
を
は
じ
め
議
員
各
位
に
は
、
未
熟
な
私
に
対
し
て
非
常
に
ご
親
切
な
ご
鞭
撻
や
ら
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、
何
に
も
知
ら
な
い
私
が
大
き
な
過
ち
も
犯
す
こ
と
な
く
、
き
ょ
う
こ
う
し
て
辞
任
を
お
認
め
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
は
、
大
変
私
の
幸
せ
の
み
な
ら
ず
、
家
族
一
同
喜
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
た
だ
一
年
間
無
我
夢
中
で
は
あ
り
ま
し
た

や
は
り
四
日
市
行
政
の
た
め
に
も
ま
ず
議
会
運
営
が
非
常
に
民
主
的
に
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
市
の
行
政
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
の
み
、
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も
懸
命
に
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
受
け
ま
し
た
皆
さ
ん
方
の
ご
厚
意
に
対
し
て
は
、
私
の
脳
裏
か
ら
は
永
久
に
取
り
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
感
銘
で
あ
り
ま
す
。

一
議
員
と
し
て
で
き
る
限
り
お
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
議
員
の
職
務
を
全
う
い
た
し
た

よ
ろ
し
く
お
引
き
回
し
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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日
程
第
七
四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
辞
職
に
つ
い
て

〔
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）
退
席
、
議
長
（
山
中
忠
一
君
）
着
席
〕

（
拍
手
）

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

方
に
お
礼
の
言
葉
と
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

山
中
忠
一
君
、
ご
あ
い
さ
つ
を
願
い
ま
す
。

一
票

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

小
井
道
夫
君

四
十
票

無
効
投
票

一
票

有
効
投
票
四
十
一
票

呂
平
和
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。
両
君
の
立
ち
会
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
立
会
人
登
壇
〕

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
＿
尤
君
）

投
票
総
数
四
十
二
票

こ
れ
は
、
先
ほ
ど
の
出
席
議
員
数
に
符
合
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、

有
効
投
票
中

山
中
忠
一
君

こ
の
選
挙
の
法
定
得
票
数
は
、
十
一
票
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
山
中
忠
一
君
が
四
日
市
市
議
会
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

〔
議
長
（
山
中
忠
一
君
）
議
場
中
央
に
進
む
〕

大
多
数
の
ご
支
持
を
あ
ず
か
り
ま
し
て
、
こ
の
た
び
四
日
市
市
議
会
の
名
誉
あ
る
職
責
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、

名
議
長
の
山
口
議
長
、
引
き
続
い
て
大
谷
議
長
と
、
そ
の
跡
を
私
が
受
け
継
ぎ
ま
し
て
、

継
げ
る
か
と
危
惧
は
い
た
し
ま
す
る
が
、
絶
対
多
数
の
皆
様
方
の
ご
支
持
を
頼
り
に
こ
の
一
年
間
私
も
ど
馬
に
む
ち
を
う
つ
よ
う
な
気
持

ち
で
努
力
を
い
た
し
、
市
勢
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
最
後
ま
で
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
い
た
だ

今
日
、

〔

開

票

〕

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

選
挙
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

開
票
を
行
い
ま
す
。
会
議
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
堀
新
兵
衛
君
及
び
野

た
だ
い
ま
四
日
市
市
議
会
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
不
肖
私
、

四
日
市
市
政
と
い
た
し
ま
し
て
、

は
か
ら
ず
も
皆
様
方

心
か
ら
感
銘
い
た

い
さ
さ
か
自
分
に
も
名
議
長
、
先
代
の
跡
が

や
は
り
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
大
変
危
機
に
面
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
は
皆
様
方
も
ご
承

知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
や
は
り
一
応
皆
様
方
の
ご
支
援
を
得
た
以
上
、
四
日
市
市
政
の
加
藤
~
政
を
車
の
両
輪
の
ご
と
く
、

皆
様
方
の
お
力
を
つ
え
に
い
た
し
て
四
日
市
市
政
に
努
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
た
ち
は
議
会
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
宿
命
的
な
運
命
を
持
つ
、
来
年
度
は
選
挙
を
控
え
て
お
り
ま
す
。
公
私
と
も
に
大
変
皆

様
方
も
ご
多
忙
な
年
だ
と
は
思
い
ま
す
る
が
、
ど
う
か
皆
様
方
も
健
康
に
特
別
の
注
意
を
い
た
さ
れ
ま
し
て
一
層
の
ご
精
進
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
こ
の
一
年
間
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
う
し
て
私
も
助
け
て
い
た
だ
か
ん
こ
と
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
皆
様
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投
票
用
紙
の
配
布
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

投
票
用
紙
を
配
布
い
た
さ
せ
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
二
名
で
あ
り
ま
す
。

日
程
第
八

四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

（
拍
手
）

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

一
言
ご
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
す
。

0
長
谷
川
鐸
元
君

二―
-E

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
長
谷
川
鐸
元
君
議
場
中
央
に
進
む
〕

長
谷
川
鐸
元
君
、
ご
あ
い
さ
つ
願
い
ま
す
。

た。 0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

今
般
都
合
に
よ
り
、

四
日
市
市
議
会
議
長

次
に
、

日
程
第
七
、
四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
辞
職
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
長
谷
川
鐸
元
君
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、

副
議
長
長
谷
川
鐸
元
君
か
ら
副
議
長
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

辞
職
願
を
朗
読
い
た
さ
せ
ま
す
。

靖
君
）
朗
読
〕

四
日
市
市
議
会
副
議
長
を
辞
職
い
た
し
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
長
谷
川
鐸
元
君
の
副
議
長
の
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

本
当
に
こ
の
一
年
間
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
間
、
議
員
の
皆
様
方
か
ら

温
か
い
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
関
し
ま
し
て
は
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
期
待
に
何
ら
お
こ
た
え
す
る
こ
と
な
く
一
年
間
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
が
、

に
議
会
人
と
し
て
力
い
っ
ぱ
い
市
勢
発
展
の
た
め
に
が
ん
ば
る
決
心
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

選
挙
第
二
号

〇
諾
長
（
山
中
忠
＿
君
）

議
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

〔
議
場
閉
鎖
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
投
票
用
紙
配
布
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
長
谷
川
鐸
元
君
の
副
議
長
の
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し

次
に
、

日
程
第
八
、
選
挙
第
二
号
四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

殿

昭
和
五
十
三
年
五
月
十
八
日

辞

職

願

〔
議
事
課
長
（
小
坂

め
ま
す
。
〔
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）
退
席
〕

長

谷

川

鐸

元

地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
同
君
の
退
席
を
求

四
日
市
市
議
会
副
議
長

あ
す
か
ら
は
ま
た
、
新
し
い
議
長
さ
ん
の
も
と
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〇
副
議
長
（
山
本
勝
君
）

一
言
ご
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
副
議
長
（
山
本

山
本
勝
君
、
ご
あ
い
さ
つ
願
い
ま
す
。

小
井
道
夫
君

一
票

訓
覇
也
男
君

一
票

山

本

勝

君

有
効
投
票
中

無
効
投
票

一
票

有
効
投
票

四
十
一
票

）
れ
は
先
ほ
ど
の
出
席
議
員
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

投
票
総
数

選
挙
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

〔開

票
〕

〔
立
会
人
登
壇
〕

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開
票
を
行
い
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

〔
投
票
箱
点
検
〕

0
議
長
（
山
中
忠
＿
君
）

念
の
た
め
申
し
上
げ
ま
す
。

投
票
は
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
票
用
紙
に
被
選
挙
人
の
氏
名
を
一
名
記
入
願
い
ま
す
。

〔
各
員
投
票
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
＿
君
）

議
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

〔
議
場
開
鎖
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

配
布
涸
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

投
票
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

会
議
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
後
藤
長
六
君
及
び
川
口
洋
二
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。
両
君
の
立
ち
会
い

そ
の
う
ち
、

四
十
二
票

三
十
九
票

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
選
挙
の
法
定
得
票
数
は
、
十
一
票
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
山
本
勝
君
が
四
日
市
市
議
会
副
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

勝
君
）
議
場
中
央
に
進
む
〕

た
だ
い
ま
は
、
大
多
数
の
議
員
の
皆
さ
ん
方
か
ら
名
誉
あ
る
副
議
長
に
ご
推
薦
、
ご
投
票
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

投
票
淵
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
は
、
順
次
投
票
を
願
い
ま
す
。
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暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

建
設
委
員
会
は
第
四
委
員
会
室
と
い
た
し
ま
す
。

信
夫
君

ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
期
待
に
こ
た
え
ま
し
て
、
山
中
議
長
を
助
け
な
が
ら
二
十
五
万
市
民
の
幸
せ
を
願
っ
て
こ
の
一
年
間
が
ん
ば
っ

い
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
方
の
お
力
添
え
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
簡
単
で
す
が
、
ご
あ
い
さ
つ
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

発
議
第
一
号

次
に
、

日
程
第
九
、
発
議
第
一
号
四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
貝
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
委
員
会
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

坪

井

妙

子

君

山

中

忠

一

福

田

香

史

君

伊

藤

信

一

君

訓

覇

也

男

君

坂

口

正

次

君

以
上
の
十
一
名
を
教
育
民
生
委
員
会
委
員
に
、

小

川

四

郎

君

高

井

三

夫

君

中
村

以
上
の
十
一
名
を
建
設
委
員
会
委
員
に
、

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

0
議
長
（
山
中
忠
＿
君
）

宇
治
田
良
市
君

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

力
三
君

そ
れ
ぞ
れ
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

委
員
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
以
上
の
諸
君
を
、

こ
の
際
、
各
常
任
委
員
会
は
正
副
委
員
長
互
選
の
た
め
、
次
の
場
所
に
お
い
て
委
員
会
を
開
会
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開
会
場
所
は
、
総
務
委
員
会
は
第
一
委
員
会
室
、
教
育
民
生
委
員
会
は
第
二
委
員
会
室
、
産
業
公
営
企
業
委
員
会
は
第
三
委
員
会
室
、

加

藤

定

男

君

午
後
四
時
五
分
休
憩

午
後
四
時
四
十
五
分
再
開

山

路

剛

君

喜

多

野

等

君

岩

田

久

雄

君

松

島

良

一

君

橋
本

増
蔵
君

堀

以
上
の
十
一
名
を
産
業
公
営
企
業
委
員
会
委
員
に
、

新
兵
衛
君

増

山

英

一

君

森

安

吉

君

金
森

正
君

川

口

洋

二

君

小

林

博

次

君

山

本

勝

君

後

藤

寛

次

君

高

木

．

勲

君

平
野

行
信
君

大
森
多
喜
三
君

生

川

平

蔵

君

天

春

文

雄

君

長
谷
川
鐸
元
君
、.
.
 

小

井

道

夫

君

小
林
出
井

喜
夫
君
博
君

以
上
の
十
一
名
を
総
務
委
員
会
委
員
に
、

田

中

基

介

君

野

崎

貞

芳

君

野

呂

平

和

君

山

口

信

生

君

古
市

元
一
君

前

川

辰

男

君

粉
川

茂
君

青

山

峯

男

君

後

藤

長

六

君

す。 0
議
長
（
山
中
忠
＿
君
）

日
程
第
九

（
拍
手
）

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
橋

大
谷

喜
正
君

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任 て
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ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

こ
の
際
、
各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
正
副
委
員
長
の
互
選
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
o,

＇

総
務
委
員
会

産
業
公
営
企
業
委
員
会

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

日
程
第
一
〇

野
崎
貞
芳
君

増
山
英
一
君

選
挙
第
三
号

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

訓
覇
也
男
君

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

次
に
、
日
程
第
十

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
諸
君
を
、
•
四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
当
選

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

次
に
、

高
井
三
夫
君

古
市
元
一
君

坂
口
正
次
君

選
挙
第
三
号
四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
七
名
の
補
欠
選

茂
君
、
田
中
基
介
君
、
野
崎
貞
芳
君
、
古
市
元
一
君
、
山
口
信
生
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
十
一
、
選
挙
第
四
号
三
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
五
名
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長
に
お
い
ズ
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

三
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
に
、

後
藤
長
六
君
、
田
中
基
介
君
、
野
崎
貞
芳
君
、
野
呂
平
和
君
、
古
市
元
一
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
諸
君
を
三
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
中
忠
＿
君
）

し
ま
し
た
五
名
の
諸
君
が
三
洒
伝
染
病
隔
離
病

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
：
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た

舎
組
合
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

さ
よ
う
取
り
は
か
ら
う
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

日
程
第
―
-
、
選
挙
第
四
号

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

一
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
に
、

さ
よ
う
取
り
は
か
ら
う
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
七
名
の
諸
君
が
、
四
日
市
、
菰
野
、

人
と
定
め
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

青
山
峯
男
君
、
大
谷
喜
正
君
、
粉
川

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

挙
を
行
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

建
設
委
員
会

委
員
長

副

委

員

長

森

安

吉

君

委
員
長

教
育
民
生
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
員
長

副
委
員
長

副

委

員

長

金

森

正
君
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そ
の
う
ち
、

有
効
投
票

無
効
投
票

有
効
投
票
中

0
票
四
十
二
票

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
出
席
議
員
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

投
票
総
数

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

四
十
二
票

選
挙
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

〔開

票
〕

〔
立
会
人
登
壇
〕

願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
議
場
開
鎖
〕

0
議
長
（
山
中
忠
＿
君
）

開
票
を
行
い
ま
す
。

投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

投
票
涸
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
は
、
順
次
投
票
を
願
い
ま
す
。

投
票
用
紙
の
配
布
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

投
票
用
紙
を
配
布
い
た
さ
せ
ま
す
。

日
程
第
―
二

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、

選
挙
第
五
号

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

議
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

〔
議
場
閉
鎖
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
投
票
用
紙
配
布
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

〔
投
票
箱
点
検
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

次
に
、
日
程
第
十
二
、
選
挙
第
五
号
四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
四
名
の
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
す
。

配
布
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

念
の
た
め
申
し
上
げ
ま
す
。

投
票
は
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
票
用
紙
に
被
選
挙
人
の
氏
名
を
一
名
記
入
願
い
ま
す
。

〔
各
員
投
票
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

投
票
涸
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

議
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

会
議
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
森
安
吉
君
及
び
金
森
正
君
を
指
名
い
た
し
ま
＇
す
。
両
君
の
立
ち
会
い
を
お

四
十
二
名
で
あ
り
ま
す
。

四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
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議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

成
す
る
都
市
再
開
発
特
別
委
員
会

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
議
会
は
、

日
程
第
一
四

四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

福
田
香
史
君

松
島
良
一
君

伊
藤
信
一
君

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
選
挙
の
法
定
得
票
数
は
三
票
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
福
田
香
史
君
、
松
島
良
一
君
、
伊
藤
信
一
君
、

港
管
理
組
合
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

日
程
第
一
三

0
議
長
（
山
中
忠
＿
君
）

次
に
、

日
程
第
十
三
、

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
．
（
山
中
忠
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

川
口
洋
二
君
、
後
藤
寛
次
君
、
小
林
博
次
君
、
高
井
三
夫
君
、

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
諸
君
を
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
中
忠
＿
君
）

売
市
場
組
合
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

発
議
第
二
号

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

次
に
、

日
程
第
十
四
、
発
議
第
二
号
四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
？
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

中
小
企
業
公
害
（
平
山
問
題
）
対
策
、
移
動
発
生
源
対
策
及
び
地
震
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
、
十
一
名
の
委
員
を
も
っ
て
構

成
す
る
公
災
害
対
策
特
別
委
員
会
、

交
通
渋
滞
緩
和
対
策
及
び
大
量
輸
送
機
関
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
、
十
一
名
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
交
通
対
策
特
別
委
員
会

近
鉄
四
日
市
駅
西
対
策
、
近
鉄
塩
浜
駅
周
辺
対
策
及
び
都
心
づ
く
り
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
、
十
一
名
の
委
員
を
も
っ
て
構

同
和
教
育
対
策
及
び
同
和
環
境
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
、
十
一
名
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
同
和
対
．
策
特
別
委
員
会

以
上
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
特
別
委
員
会
に
あ
っ
て
は
、
議
会
の
閉
会
中
も
付
託
事
件
に
つ
い
て
調
査
研

究
が
で
き
る
も
の
と
し
、
か
つ
本
調
査
研
究
が
終
了
す
る
ま
で
各
委
員
会
は
存
続
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異

に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
に
、

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

す。

選
挙
第
六
号
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

小
井
道
夫
君

一
票

生
川
平
蔵
君
九
票
十
票
十
一
票

十
一
票

選
挙
第
六
号
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
五
名
の
補
欠
選
挙
を
行
い
ま

さ
よ
う
取
り
は
か
ら
う
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

生
川
平
蔵
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

生
川
平
蔵
君
が
、
四
日
市

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
五
名
の
諸
君
が
、
北
勢
公
設
地
方
卸
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交
通
対
策
特
別
委
員
会

委

員

長

山

路

剛

君

副

委

員

長

平

野

行

信

君

公
災
害
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

こ
の
際
、
各
特
別
委
員
会
に
お
け
る
正
副
委
員
長
の
互
選
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

大
森
多
喜
三
君

副
委
員
長

田
中
基
介
君

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

午
後
五
時
二
十
八
分
再
開

午
後
五
時
五
分
休
憩

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
以
上
の
諸
君
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別

委
員
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
各
特
別
委
員
会
は
、
正
副
委
員
長
互
選
の
た
め
次
の
場
所
に
お
い
て
委
員
会
を
開
会
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開
会
場
所
は
、
公
災
害
対
策
特
別
委
員
会
は
第
一
委
員
会
室
、
交
通
対
策
特
別
委
員
会
は
第
二
委
員
会
室
＼
都
市
再
開
発
特
別
委
員
会

は
第
三
委
員
会
室
、
同
和
対
策
特
別
委
員
会
は
第
四
委
員
会
室
と
い
た
し
ま
す
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

そ
れ
ぞ
れ
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

以
上
の
十
一
名
を
同
和
対
策
特
別
委
員
会
委
員
に
、

訓

覇

也

男

君

野

呂

平

和

君

坂

口

正

次

君

前

川

辰

男

君

岩

田

久

雄

君

長
谷
川
鐸
元
君

野

崎

貞

芳

君

高
橋

力
三
君

坪

井

妙

子

君

増

山

英

一

君

天

春

文

雄

君

以
上
の
十
一
名
を
都
市
再
開
発
特
別
委
員
会
委
員
に
、

加

藤

定

男

君

小

林

博

次

君

小

井

道

夫

君

高

木

勲

君

松

島

良

一

君

中

村

信

夫

君

川

口

洋

二

君

後

藤

長

六

君

大

谷

喜

正

君

生

川

平

蔵

君

山

本

勝

君

以
上
の
十
一
名
を
交
通
対
策
特
別
委
員
会
委
員
に
、

粉
川

茂
君

平

野

行

信

君

金
森

正
君

山

口

信

生

君

山

路

剛

君

福

田

香

史

君

古
市

元
一
君

青

山

峯

男

君

小

川

四

郎

君

高
井

三
夫
君

小

林

喜

夫

君

以
上
の
十
一
名
を
公
災
害
対
策
特
別
委
員
会
委
員
に
、

田

中

基

介

君

出

井

博

君

宇
治
田
良
市
君

森

安

吉

君

喜

多

野

等

君

伊

藤

信

一

君

後

藤

寛

次

君

りヽ

橋

本

増

蔵

君

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

堀

新

兵

衛

君

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
さ
よ
う
決
し
ま
し
た
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
設
置
さ
れ
ま
し
た
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

山

中

忠

大
森
多
喜
三
君
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ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
五
時
三
十
一
分
閉
会

年
五
月
、

〇
諾
長
（
山
中
忠
＿
君
）

〔
出
井

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

日
程
第
一
五

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

本
件
は
、
出
井
博
君
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、

博
君
退
席
〕

（
山
中
忠
一
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

博
氏
を
ご
選
任
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
、
ご
同
意
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

こ
れ
よ
り
、
本
件
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

博
君
着
席
〕

中
村
信
夫
君

天
春
文
雄
君

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
議
案
第
六
十
七
号
は
、
議
会
の
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
と
し
て
、
出
井

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
す
る
こ

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、

今
期
臨
時
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
を
閉
じ
、
昭
和
五
十

と
に
決
し
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
か
。

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
は
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

市
長
。

0
議
長 〔出
井

す。

地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
同
君
の
退
席
を
求
め
ま

次
に
、

日
程
第
十
五
議
案
第
六
十
七
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
六
七
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
和
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長

副
委
員
長

都
市
再
開
発
特
別
委
員
会
委
員
長

野
呂
平
和
君

副

委

員

長

高

木

勲

君

-85-
-8 4-



署

名

議

員

署

名

議

員

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

四

日

市

市

議

会

議

長

四

日

市

市

議

会

議

長

四
日
市
市
議
会
副
議
長

天 青 長

谷

川

山 大

春 山 中 谷

文 峯 鐸 忠 喜

雄 男 元 正
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